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多いものが ｢教科 ･道徳 ･総合的な学習の時
間 ･特別活動｣という教育課程に関する要望で,
41%を占める｡そして,2番目に ｢生徒指導 ･
子ども理解 ･進路指導｣に関するものが全体の
29%に当たる｡
選択式の質問に対する回答の概要のうち本章
の ｢1.教師の能力観｣,｢3.研修希望｣として
上位に挙げられた内容が,大学で受けたい研修
内容に反映されているとみることができる｡加
えて,大学の教育 ･研究についても強い関心が
寄せられていることがわかる｡
研修方法について,図Ⅱ-7｢研修方法｣を
みると,事例をめぐる検討や実践例,具体的な
問題解決例などが50%を占める｡これらは,
円グラフでは ｢事例研究｣にまとめている｡そ
して,｢参加型｣32%,さらに,｢相談 ･交流
会｣18%と続く｡大学ならではの専門家を交え
た実践例の検討や最新情報についての検討を参
考にして,自分の教育実践を振り返り,新たな
ヒントを得たいという姿勢が明確に表れている
と読み取れる｡
図Ⅱ-7 ｢研修方法｣
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7.教師の抱える課題 (自由記述回答)
教師の抱える課題は,教師が学習を必要とし
て内容を示唆するものであるとの考えから,
｢あなたが課題としていることは,どのような
ことですか｣という問いを設定して,自由記述
で回答してもらった｡
これには多くの教師が長短さまざまの回答を
寄せてくれた｡これらの回答に教師の具体的な
学習ニーズを読み取ることができるといえよう｡
全体を通しての印象をもとに教師がどのような
課題を抱えているかを大まかに分類すると,1)
教科指導,2)生徒指導,3)学級経営 ･学校運
普,4)発達障害 ･特別支援,5)その他,とな
る｡個別に検討を加えてみよう｡
1)教科指導
①わかる授業 ･やる気を出させる授業の方法
回答から読み取れるのは,教材分析を積み重
ねて,さらにそれを生徒の興味関心に結びつけ
る工夫やテクニックに教師たちが苦慮している
らしいことである｡教師が ｢わかったこと｣
｢興味をもったこと｣を,生徒が ｢わかり｣,
｢面白いと思う｣ようにするに授業方法を教師
たちは模索しているように見える｡教師と生徒
の興味関心のありように,ズレが生じているの
かもしれない｡
②評価方法
評価方法について自信を持てないでいる様子
が窺える｡生徒の学習の評価ばかりでなく,自
分自身の授業の評価についても,どのように新
しい評価方法を使って分析すればよいのか迷っ
ているようである｡教師自身が,授業改善に結
びつくと確信できるような評価方法が必要なの
かもしれない｡また受験指導を課題としている
教師もいる｡
2)生徒指導
不登校の生徒や問題生徒,あるいは生徒との
コミュニケーションのとり方など具体的に示し
ている回答もあるが,一般的に生徒指導が課題
であるとの回答も多い｡とりわけ中学校教師に
この課題を上げる人が多いようである｡家庭環
境の変化,複雑化がもたらす問題の多様性と複
雑性に対応するのに苦労しているとの声もある｡
部活指導を含めて生徒指導の中で,生徒を理解
や生徒との良好な関係を保つことに心を砕いて
いる様子が窺える｡
3)学級経営 ･学校運営
学級経営を課題としてあげる回答者は小学校
教師が多いが,中学校教師にもいる｡たとえば
席替えに仕方や委員会の決め方などについても,
指導上の工夫が必要なようである｡中高年の回
答者からは,学校の運営や若手の指導が課題と
して挙がっている｡
4)発達障害 ･特別支援
回答者のうち特別支援学校勤務者が12人い
ることに加えて,普通学級に軽度発達障害を持
つ生徒を抱えている教師もいて,この領域にし
た回答が22あった｡回答者たちは,発達障害
に関する知識 ･理解,効果的な指導方法,他の
生徒との関係づくり,保護者との対応など多岐
にわたる課題を挙げている｡この領域における
教師の研修や訓練が不十分なまま,統合教育を
実施されてしまったのではないかと思われる｡
また特別支援学校の専任であっても,専門的知
識や技能を身につけたいとの要求は強いようで
ある｡
5)その他
(∋保護者への対応や地域社会との関係
生徒指導と関わって,保護者との対応を課題
とする教師は中学校に多い傾向が見られる｡荒
れや問題行動の指導には保護者の協力が不可欠
であるにもかかわらず,協力を得ることが困難
な状況があるようだ｡また関連機関との連携の
持ち方についで悩んでいる教師もいる｡学校全
体で取組んだり,教師同士で支援しあったりす
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る態勢があるのかどうか,疑問を感じる｡
②教師の多忙
教師の多忙を訴える声も多い｡忙しくて ｢課
題｣を考える暇すらない,という回答もあった｡
総合学習 ･新しい評価方法 ･ゆとり教育といっ
た改定に加えて,生徒指導はますます困難にな
り,雑務が増えているために,教師自身がゆと
りをなくしているという状況が浮かび上がって
くる｡
6)教師の課題に応える学習機会
これら自由記述回答から読み取れる教師の学
習ニーズを,提供すべき学習機会という視点か
ら見ると,およそ3つのテーマが浮かび上がっ
てくる｡
①わかる授業 ･学力が伸びる授業の工夫
教師たちは,教材研究の先にある実際の授業
場面で,教材研究の成果を生かしきれていない
もどかしさを感じているようだ｡どのような授
業をすれば生徒の理解や学力の向上に結びつい
ていくのか,生徒に ｢わかった｣と言わせるこ
とができるのか,さらには成果が上がったと評
価することができるのか,そこに悩んでいるよ
うだ｡効果的な授業のヒントを与え,方法上の
例を示してくれる講習が望まれているように思
われる｡
(参軽度発達障害についての基礎知識と対応方法
自分のクラスに軽度発達障害の生徒を抱えて
苦慮している教師が少なからず存在するようだ｡
十分･な知識や対応技能がないためにきちんとし
た指導ができていないのではないかと悩んでい
る様子が窺える｡現在の研究で明らかになって
いる基礎的な知識 ･情報を提供し,対応の基本
やポイントを学習する機会を提供できれば,敬
師の不安を解消することになるだろう｡また教
師同士の情報交換ネットワークを形成すること
ができれば,よりよい指導を生み出すことがで
きる｡
③生徒指導
生徒指導に多大の時間と労力を割いている棟
Ⅱ 質問紙調査結果の概要
子が読み取れた｡とりわけ中学校教師の負担は
大きいようである｡しかも家庭環境や保護者の
意識の変化によって,教師自身の経験以上の生
徒理解を要求され,保護者との対応に迫られて
いる｡相手の反応が想定の範囲を超えることは,
当事者に大きなストレスをもたらす｡さまざま
のケースがあり,またさまざまの解決策がある
ことを知ることによって,教師の対応能力が増
大し,教師に精神的な安定をもたらすことがで
きるのではないか｡それがよりよい生徒指導に
つながるだろうと考えられる｡
大学ばかりでなく,教育委貞会や民間の研究
会は,この調査で明らかになった教師の実情や
課題意識に応える学習機会を提供することが求
められていると言えよう｡
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